
流域広報レポート

大和川河川事務所と松原市は、天美北地区約３０名の皆様に、大和川治水対策と防災をテーマにし
た出前講座を、松原市天美北地区公民館にておこないました。

大和川について 水害に対する備えを学ぶため 出前講座
～天美北地区～

出前講座の様子

流域広報レポート

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

○ 日 時：平成２８年１１月２５日（金）
１９：００～２０：００

○ 対象者：天美北地区 約３０名
○ 会 場：松原市天美北地区公民館

大阪府松原市天美北３丁目

概 要

－ ⼤和川河川事務所 －
Ｈ28.11.25

○ 大和川流域の概要
○ 大和川の治水の考え方
○ 洪水を治める対策
○ 平成27年9月の関東・東北豪雨に係る

洪水被害及び復旧状況について
○ 大規模氾濫に関する減災対策
○ 洪水時の避難行動
○ トピックス（天然アユの遡上）

内 容

大和川河川事務所から洪水浸水想定区
域図を紹介した時には、自分の自宅や地
区が家屋倒壊等氾濫想定区域に入ってい
ることについて驚きを隠せないようでし
た。またトピックスの話題では、水質改
善によって天然アユの遡上が確認されて
いるというと、「食べられるの？」とい
う会話が聞こえ和やかな雰囲気になりま
した。
松原市からは、防災ガイドマップや災

害時のタオル運動※などの紹介をしまし
た。

天美北地区からは
大和川が、こんな高い位置を流れているとは、思わなかったという感想や、今後も
この様な集会を重ねていき、避難ルートなどあらかじめ確認をして、地域の防災意
識を高めていきたいとの声があがっていました。

出前講座の様子

※タオル運動とは、この家には救助を必要とする者は
いないということを示すために、玄関や門扉など外か
ら一目でわかるところにタオルをくくりつける運動です。


